


































(Ramaswamy andLeavins 2007)｡会計･監査分野において, Benfordの法則は,
一般に会計数値に対する人為的操作の可能性,すなわち会計数値の切り上げに
よる利益操作の疑いを探求する手法として利用されることが多い(Ramaswamy






































P(Dl-dl) -loglO(1+ (1/dl)) -loglO(dl+1) -loglO(dl) ; dl∈　j1,2,...9i
9                        9
P(D2-dZ) - ∑ loglO(1+(1/dld2)) - ∑ (loglO(dl+(d2+1)/10)-logl.(dl











数値 1桁目 2桁回 3桁目 4桁目
O 0.11968 0.10178 0.10018 
1 0.30103 0.11389 O. 10138 0.10014 
2 0.17609 0.10882 0.10097 0.10010 
3 0.12494 0.10433 0.10057 0.10006 
4 0.09691 0.10031 0.10018 0.10002 
5 0.07918 0.09668 0.09979 0.90998 
6 0.06695 0.09337 0.09940 0.09994 
7 0.05799 0.09035 0.09902 0.09990 
8 0.05115 0.08757 0.09864 0.09986 
9 0.04576 0.08500 0.09827 0.09982 
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1桁目数値
図2 株価1桁目数値の期待値と観測値対比
2 3 4 5 6 l桁目数値 7 8 
期待値 ・観測値 9 
桁目の数値の期待出現確率の分布は， 極端に小さい数値の方向に歪んだ対数分
布に従っているD このような歪んだ形状は， 我々の感覚とは一見反するように
思われる。 しかし， 株価分布で示したように， ランダムな自然の数値の例えば
上1桁目数値を取り上げて， その分布を観察した場合には， 実は歪んだ形状が


















Lehman et a1. (2007)は， 不正検出手法としてのデジタル分析が脚光を浴び
るようになった背景事情について， 米国において不正が増加した結果， AlCPA 
と ACFEが共同でInstitute for Fraud Preven首onを発足させ， 監査人が具体的
な不正探査手法として， Benfordの法則を使用したデ ジタル分析を利用するこ
とを提案するに至ったことを挙げる。R副nasw田ny and Leavins (2007)によれ














































































































































1     2 4 迭6 途89 剄㈹v     
期待値      0.301 sb0.125 途0.079 cr0.058 S0046                   
N 鉄296 152 #2105            
107 涛"SR67 0.040 cc"           
観測地 観測地-期待値 0.178 3"0.091 sB0.063 cB                   
0.002 r-0.006 蔦R-0.004 b0.004 0.807 0420 蔦b0000                 
Z値 C0.225 繝3B-0.764 蔦縱SR-0.623 2蔦r#c2.877 0942                   





0 2 4 迭6 途8 祷ﾘxﾇb       
期待値 ??#???B????0.104 ????.097 ????.090 ??モ?.085 ????
N 209 s"172 cB152 c138 SB150 cc"             
観測地 0.126lo.103 .103 湯0.091 "0.083 0.090                        
観測地-期待値 蔦0.012 蔦R-0.001 蔦"-0.005 -0.007 R0.005                           
Z僻 蔦sI.522 蔦緜唐-0.112 蔦##ﾓ縱#cR-1.041 縱3B0.768 澱b                   




1 3 釘5 澱7 唐9 俘xﾇb      
期待値 0.176 #R0.097 s0.067 S0.051 Cb1.000                  
N 田S421 S207 3b210 2146 c2502            
観測地 c0.168 B0.083 釘0.084 0.058 c1.000                   
観測地-期待値 蔦C-0.008 蔦#-0.014 R0.017 #20.007 #"0.000                   
Z僻 蔦B紊S-1.016 蔦2C-2.411 繝C"3.388 釘纉S1.672 迭CR45.256           
イi一意確率 0.310 0.016 R0.001 0.095 0.000                         
★★★ ?★★★ ?ｨ??噤噤??ｨ???噤噤??｢?噤噤??ｨ???




0 2 B迭67  湯合計        
湖待価 #0.1140.1()9 .104 貳0.097 0.090 モ0.085                     
N 265261 38 #r258 C214 C249 S"                
観測地 #B0.106 B0.095 0.103 澱0.086 澱0.100                       
観測地-期待怖 B-0.008 蔦R-0.009 蔦0.006 2-0.005 0.015                          
Z値 緜S-1.256 蔦縱#2-1.506 蔦經澱1.090 紊3-0.841 紊s2.604 B經sB             
有意確率 經R0.209 紊s0.132 0.276 緜c0.401 30.009 2                     
★★★ 
(注) *** : 10/o水準で有意o合計欄のZ値は適合度検定のカイ二乗僻o
する統計的に有意なバイアスが認められた｡上1桁目の数値の両端に, Ben-
fordの法則による期待値と有意な乗離があることは予想どおりの結果となり,
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3 Benfordの法則は， 一見したところ人間の直感に反するが， 例えば川の流域面
積， 都市の人口， 放射性原子の半減期， 株価等様々な数値の先頭桁の数字は 1 であ
ることが異常に多いことが確認されている( 例えば， Benforc11938; Hi111995 等参
照)。
4 Benfordの法則の適用例に関しては， Hi11 ( 1995 ) を参照。
5 Benfordの法則の数学的証明に関しては， 例えばHi11 ( 1988)等を参照。
6 つまり株価終値に， 何らかの操作が介入している可能性は少なく， 自然な数値分
布をしていることを意味 する。
7 Lehman et a1. 2007によれば， Benfordの法則をソフト会社が製品化し， 実際に不
正な税還付の発見で使用されているとしている。
8 監査分野でのデジタル分析の利用については， 例えばGuan et a1. 2008 を参照さ
れたい。
9 デジタル分析は， Continuous Audi伽gにおいて， 内部統制の不備やリスクが増加
している領域を示すための危険信号を出せることから， 問題領域に重点的な資源配
分を行うことが可能となり， リスク評価 手法としての位置づけが強化されてきた経
緯がある(Ramaswamyand Leavins 2007)。 従って， デジタル分析は企業のERMへ
の貢献も期待されている。
10 デジタル分析が監査領域で適用される場合における監査手法の一種である。
11 Dubinsky and Warner ( 2008) は， Benforc1の法則による不正検出機能が， 容易
にExcelでも作成可能なモデルで あり， 具体例 を 示し て い る(Dubinsky and 
Warner 2008， 64)。
12 かかる背景が存在するため， 21世紀に入ってから， 急速にBenforc1の法則を利用
した監査手法が， 米国社会において幅広く適用されていると思われる(Guan et a1. 
2008)。
13 被験者には， Benfordの法則の知識がないことを前提としている。 従って， その
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